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学 位 論 文 内 容 の 要 旨 
 プラスチック成形品では物性を向上するために，プラスチック材料に繊維を添加し，機械的強度を
上げ，分子や繊維を配向することが行われている．さらに成形加工のプロセスにおいては樹脂の流動
制御する手法として，延伸押し出し，超音波の付加，局所的な加圧や温度制御を実施することが提案
されている． 
 実際の製品に適用するためには，成形品全体に樹脂流動制御の効果を反映する成形システムの開発
を行う必要がある．また，成形時間の短縮化および成形コストの低減化を実現するため，シンプルな
装置構成で樹脂を流動制御しなければならない． 
そこで本研究は，射出成形において樹脂流動制御を実現する成形システムの開発をおこいなった．  
１．樹脂を流動制御する成形システムの開発 
金型内部において樹脂流動を制御して分子・繊維を所望の方向へ並べる，さらに成形品の全体にお
いて物性や精度を上げることを目標とする成型システムの開発をおこなった．成形システムの構成
は，樹脂を成形する際に中心軸を駆動する金型部と，成形品の中心軸を指令値に応じて回転数，回
転時間，回転トルクを適正化し，樹脂の流動制御ができる制御部で構成した．本手法を回転コアに
よる金型内での樹脂流動制御，Rotating Core Mold法（ＲＣＭ法）とした． 
２．各種樹脂材料への適用 
 繊維強化樹脂にて，樹脂流動制御を適用し，ＲＣＭ法が性能向上に有効であることを確認した．添
加された繊維の流れが流動方向へ配向されたことをＸ線ＣＴ装置にて確認した．近年，物性の向上
が要求されている植物由来の生分解樹脂へＲＣＭ法を適用し，物性向上に用いられる添加物と同レ
ベルの性能向上を確認した． 
金型内部での樹脂流動を観察するため，樹脂の流動を可視化するシステムを開発して，樹脂流動制
御のメカニズムが明らかにした．  
３．機能部品での評価検証  
 本研究ではＲＣＭ法を用いて機能部品の成形しその性能の評価を行い，機能を検証した． 
・衝撃吸収部品において，従来のＦＲＰ成形と同等の性能及び破壊挙動を示すことを確認した．また
大幅に工数を低減できることを実証した．材質を熱硬化性から熱可塑性樹脂へ変換できたので，リ
サイクルが可能となり環境面に配慮した製品となった． 
・長尺ロール部品において，従来の金属部品と同等の精度を確認した．機械加工から射出成形に工法
転換することで大幅な工数低減が達成できた．さらにロールと他の部品を組み合わせた複合成形品
が実現した． 
・圧力容器部品において，従来は密封性を向上するため成形後にガスバリア処理を施していた．これ
らの後処理した成形品と同等の密封性を確認し，大幅な工数低減を達成した．  
 成形品の内部で樹脂の結晶化度が向上し，これがガスバリア性向上に寄与していることを確認した． 
 
学 位 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 本論文に関し，調査委員から 成形品の精度が向上した要因，ＲＣＭ法の応用可能な製品とその分
野，成形品の欠陥消去に際し他の手法と比較して優位な点，円筒形状以外への適用の可能性，独自の
金型開発において設計・製作に関する留意点，などについて質問がなされたが，いずれも著者から満
足（明確）な回答が得られた． 
 また，公聴会においても，多数の出席者があり，種々の質問がなされたが，いずれも著者の説明に
よって質問者の理解が得られた．  
 以上により、論文調査及び最終試験の結果に基づき、審査委員会において慎重に審査した結果、本
論文が、博士（情報工学）の学位に十分値するものであると判断した。 
  
